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Text, Direction, Stage Design, Costumes: 

Angélica Liddell (Atra Bilis Teatro)

All the Sky Above the Earth 
(Wendy’s Syndrome)

作・演出・美術・衣裳：アンジェリカ・リデル

出演：
ファビアン・アウグスト・ゴメス・ボオルケス
シエ・グイニュー
ロラ・ヒメネス
ジェニー・カーツ
アンジェリカ・リデル
シンド・プチェ
ジャン・チーウェン
マキシム・トロウセット
イエ・サイトー
フェイス（室内楽アンサンブル）
ドン・ウー・シュエイン（中国琵琶）

音楽：チョ・ヨン・ムク
照明：カルロス・マルケリエ
照明操作：オクタビオ・ゴメス
音響：アントニオ・ナバーロ
技術監督：マーク・バルトロ
舞台監督：フリオ・プロベンシオ
演出助手：マリア・ホセ・Ｆ・アリステ
制作：グメルシンド・プチェ、イエ・サイトー、ジェニカ・モンタルバーノ
プロデューサ：グメルシンド・プチェ
製作：イアキナンディ
共同製作：アヴィニョン演劇祭、ウィーン芸術週間、オデオン座、
 フェスティバル・ドートンヌ、デ・シンゲル劇場、
 ルパルビス・シーン国立タルブ・ピレネー劇場
協力： テアトロス・デル・カナル（マドリード）、タンツクウォーター劇場（ウィーン）
助成：スペイン国立舞台芸術音楽機関-INAEM

東京公演
技術監督：寅川英司
技術監督助手：河野千鶴
舞台監督：渡部景介
演出部：中原和彦
テクニカル通訳：中原理恵、兵頭愛子
美術コーディネート：福島奈央花
小道具コーディネート：定塚由里香
音響コーディネート：相川 晶（有限会社サウンドウィーズ）
照明コーディネート：佐々木真喜子（株式会社ファクター）
衣装：藤谷香子（FAIFAI）
衣装アシスタント：瓜生珠子
字幕：上野詩織（舞台字幕／映像：まくうち）
翻訳：田尻陽一
翻訳協力（英語）：ウルリケ・クラウトハイム
宣伝美術：阿部太一（GOKIGEN）
フロント運営：済賀未央

記録写真：石川 純
記録映像：株式会社彩高堂「西池袋映像」

制作：砂川史織、松宮俊文、十万亜紀子
インターン：金山咲恵、合田桃子、多田彩華、西本万耶、山本菜絵

特別協力：駐日スペイン大使館
主催：フェスティバル/トーキョー

Text, Direction, Stage Design, Costumes: Angélica Liddell
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Fabián Augusto Gómez Bohórquez
Xie Guinü
Lola Jiménez
Jenny Kaatz
Angélica Liddell
Sindo Puche
Zhang Qiwen
Maxime Trousset
Saite Ye
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Props Co-ordination: Yukari Jozuka
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Production Co-ordination: Shiori Sungawa, Toshifumi Matsumiya, 
 Akiko Juman
Interns: Sakie Kanayama, Momoko Goda, Ayaka Tada, 
 Maya Nishimoto, Nae Ymamoto
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プレ・パフォーマンストーク

11月22日（日）17：10～
田尻陽一（関西外国語大学名誉教授）× 横堀応彦（ドラマトゥルク、F/T15ディレクターズコミッティ）



アンジェリカ・リデル  インタビュー
私が共感するのは体制から追われた人
嫌いなのは既存の価値観に頼る人
桂 真菜（舞踊・演劇評論家）

　初めてアンジェリカ・リデル作・演出の舞台を観たの
は、2014年5月に南ドイツのマンハイムで開かれたテア
ター・デア・ヴェルト（世界演劇祭）。「言葉と身体を爆
発させる勢いで、リデルは観客を圧倒した。先進的な
ディレクター、マティアス・リリエンタールらしいプロ
グラム」と現地の新聞に記された作品は、F/T15に招か
れた『地上に広がる大空（ウェンディ・シンドローム）』
（2013初演）。その翌月にはルーマニアのシビウ国際演劇
祭で『ピン・パン・チュウ』（乒乓球、中国語で卓球の意味）
（2012）を観たが、同演劇祭の芸術監督であるコンスタン
ティン・キリアックは幅広い演目を集め、人々の対話を
促す方針だ。心の闇に切り込むリデル作品は、時に暴力
的なほどの衝撃を与え、さまざまな都市で賛否両論を
巻き起こす。過激なパフォーマンスに潜む「聖なるもの
への畏れ」に触れた筆者は、罪を購う自傷行為にも似た
作品に惹きつけられた。
　2015年7月に東京芸術劇場のリハーサルルームで日本
の表現者を対象に開かれたワークショップでは、旧約聖
書・創世記が素材。「神に実子イサクを生贄として捧げ
るアブラハム」などの逸話を通し、リデルは深遠な問い
を投げかける。コンセプトを明示すべく導かれながら、
参加者たちは連続ジャンプや足踏みといった身体の酷
使を経てトランス状態に……。
　このインタビューの冒頭で、「覚醒と忘我を共存させ
たような参加者たちの不思議な状態」について尋ねた。
レースをあしらった優雅なドレスに包まれたリデルは、
まっすぐ黒い瞳を向けて答える。
　「身体を極限まで疲れさせると俳優たちは余計な飾
りを捨て、日常では隠れている本質を輝かせます。コン
トロールを失わずに、自由に近づくとも言えるでしょう。
今回の参加者たちは、“人を殺したいと思ったことがあ
るか？”といった問いにも率直に反応してくれました。
普段は慎ましい彼らが見せる大胆でセクシーな演技は、
ヨーロッパの俳優には不可能です。性的な表現に制限を
設けた環境で育った教養ある人たちだから、いっそう貴

重に思えます。母親に対する感情をめぐる表現も、素晴
らしかった」

もっとも憎む人は、私を生んだ母

　その言葉に『地上に広がる大空（ウェンディ・シンド
ローム）』のステージで、「子どもに命を与えた、と思い
込む母親」を責めるリデルの叫びが蘇える。
　「私がもっとも憎む人、それは母。彼女が生んだため
に私は老い、死に向かって歩まなくてはなりません。“母
性神話”なんて信じられないわ。私の創作は憎悪から生
まれるの。舞台で披露するのは、最悪の暗い部分。自分
の良いイメージを見せたいとは思いません」
　我が子を虐待する意図はないのに、自身の存在証明
に子どもを使い苦しめてしまう母は、「子ども濫用（child 

abuse）」の一典型だ。サブ・タイトルに冠した「ウェン
ディ・シンドローム」は、ジェームス・バリー（1860～
1937）作『ピーター・パン』の登場人物ウェンディにちな
む「見捨てられたくなくて周囲の人の世話を焼く心理」
を指す。
　「ピーター・パンは成長しないから、ウェンディの焦り
は空転するだけ」
　リデルが1993年にマドリッドで設立したカンパニー
「アトラ・ビリス・テアトロ（Atra Bilis Teatro アトラ・ビ
リスはラテン語で“暗い感情”の意味）」は、タブーを設け
ずに人間を傷つける問題を突きつめる。
　「『ウェンディ・シンドローム』は若さの喪失を見つめ
る作品です。モティーフは子ども、若者、老人という3世
代の登場人物に対応する三つの島。一つ目はピーター・
パンが捨て子たちと暮らすネバーランド。二つ目は2011

年に極右思想をもつ男に69人のティーンエイジャーが
射殺された、ノルウェーのウトヤ島。三つ目は路上で老
人たちがワルツを踊る上海。中国語が分からない私は、
自分も『孤島』だと感じました。上海では外国人なんだと
思うと、『地上に広がる大空』を感じて意識が解き放た

れたのです」
　本作は創作に疲れ上海に暮らした時期に育んだ、中
国３部作のひとつ。前述の『ピン・パン・チュウ』も同シ
リーズで、毛沢東が民衆や紅衛兵を煽り価値ある伝統
を破壊した、文化大革命（1966～ 1977）の非道に怒りが
ほとばしる。
　「『ピン・パン・チュウ』には、ノーベル文学賞を受けた
高行健（ガオ・シンジェン、1940～ ）の自伝的小説『あ
る男の聖書』（1998）を引用しました。文革時代に下放さ
れた高は、天安門事件（1989）後にフランスに亡命。彼と
同世代の老人たちのダンスには、若さを取り戻したい、
という執念が滲みます」
　歴史的にも地理的にも隔たった中国と北欧、そして虚
構の島でも、自由に対する抑圧をリデルは見出す。
　「ピーター・パンは家事や子守という役割を、ウェン
ディに押し付けます。やがて、年をとったウェンディに
魅力を感じなくなると、彼女の娘を連れて島に行く。私
のイメージの中で、捨てられたウェンディの恨みが、ウ
トヤ島で銃を乱射した犯人の、若者に対する憎しみにつ
ながりました」
　『ピーター・パン』におけるウェンディの行動を語る顔
に影がさす。

　「愚かなウェンディは好きになれない。自立しないま
ま、他人のために一生懸命に尽くしても救われないわ。
昔の女に対する価値観に従うウェンディへの苛立ちが、
自分の母への憎しみに溶けていきました。それに私自身
もウェンディ的な不安を断ち切れません」

ギリシア演劇、シェイクスピア、聖書が基本

　ステージで痛ましいほど全身を震わせ、正当とされる
事象の欺瞞を暴くエネルギーは、果たしてどこから湧く
のだろう？
　「残酷な世界に寄せる、やり場のない思いでしょうか。
私は体制から疎外された人々に、共感を抱いています。
イエス・キリストも共同体から追放されました。はみだ
した人たちは、習慣で決められた社会の仕組みを明らか
にしてくれる。大嫌いなのは、既存の価値観に安住して
いる保守派や自信家」
　敬虔な心をもちながら「常識」に抗うリデルの態度に、
ソフォクレス作のギリシア悲劇『アンティゴネ』（紀元前
441）のヒロインが重なる。アンティゴネは権力者の定め
た国法に逆らい、人としてのモラルを尊び戦死した兄を
埋葬し、自ら生命を断つオイディプスの娘。

アンジェリカ・リデル
作家、演出家、俳優。1966年スペ
イン生まれ。1993年グルメシンド・
プチェと共にアトラ・ビリス・テア
トロを設立。性、死、愛、権力、狂気、
宗教などを通じ、個人の意識や魂
の奥底を見つめることから人間や
社会をとらえる作品を作り続けて
いる。混沌と美が共存する詩的か
つ過激な舞台は、2013年にオープ
ニングを飾ったウィーン芸術週間
をはじめ、アヴィニョン演劇祭、パ
リ・オデオン座などヨーロッパの主
要なフェスティバルや劇場に招聘

され、ヨーロッパ演劇シーンで常に高い注目を集めており、2012年
『La casa de la fuerza』で「スペイン劇文学国家賞」、2013年ヴェネ
チア・ビエンナーレ国際演劇祭にて「銀獅子賞」を受賞。
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　「それは光栄ですね（笑）。私の劇作の基本には常
に古典があります。大切にしているのはギリシア演
劇、シェイクスピア、そして聖書」
　『地上に広がる大空（ウェンディ・シンドローム）』
には、イギリスのロマン派詩人ワーズワース（1770～
1850）の詩を題名にしたエリア・カザン監督『草原の
輝き』（1961）が引用される。高校時代に愛し合った男
女（俳優：ウォーレン・ベイティ、ナタリー・ウッド）
の切ない別れと、大人の無理解に追いつめられる若
者の悩みを描く映画だ。
　「『草原の輝き』の詩が流れるシーンで、少女は人
生の苦さを味わい大人になる。彼女が純粋さゆえに
心を病む点も、『ウェンディ・シンドローム』の青春
に別れを告げる設定に呼応します」
　映画をたくさん見ているのだろうか？
　「新旧合わせて、いろいろ見ますよ！　触発される
ことも多いです」
　周辺に押しやられるアウトサイダーを擁護するリ
デルには、テネシー・ウィリアムズ戯曲の破滅型ヒロ
インも似合いそうだ。たとえば、共同体から逸脱して
精神病院に送られる『欲望という名の電車』のブラン
チ・デュボワ。
　「そう、本当にテネシー・ウィリアムズは素晴らし
い！　彼の戯曲は存在の奥底まで届く。魂のポルノ
グラフィといえるレベルまで、人間を描ききるから。
いつかブランチを演じてみたい……実は、演劇を学
んでいた大学の授業で、演じたの」
　愛読書を語る声には、情熱がこもる。

テネシー・ウィリアムズと
三島由紀夫を愛読

　「テネシー・ウィリアムズの短編小説も大好き。ア
メリカ文学が私の青春のようなものよ。メルヴィル
作『白鯨』のように、良心の葛藤を扱う作品が気に
入っています。アメリカ文学は神を殺さず、物質主義
と精神の闘争を追い続けるところも素晴らしい。ナ
サニエル・ホーソン、シャーウッド・アンダーソンも
愛読書。日本の作家で二十歳のときから読んでいる
のは三島由紀夫です」
　本作では音楽も楽しめる。イギリスのロックバン
ド、アニマルズによる『朝日のあたる家』の歌詞には、
牢獄に入れられる男の後悔がつづられる。中国の伝
統楽器である琵琶の生演奏は繊細で、年配のカップ
ルが踊る曲は哀愁に満ちている。

　「パク・チャヌク監督の韓国映画『オールド・ボー
イ』（2013）の音楽に魅了されて、作曲者のチョウ・ヨ
ン・ウク（Jo Yeong Wook）にワルツを依頼しました。
自宅で私が聞くのはバッハなどのバロックや、ルネッ
サンス時代の音楽。現代音楽も聞きますよ」
　リデルは衣裳のデザインも担う。華やかなドレス、
学生の制服、中国の民族衣裳をアレンジしたガウン
等、バラエティに富む。
　「もちろん、装置の形や色彩も熟考します。フィレ
ンツェで中世後期に活躍した画家ジオットの絵の構
図や配色を、参考にしたこともある。稽古期間に視覚
や聴覚に触れるもの全部を同時に調整しながら、演
出を進めるの」
　リデル作品は一般に人が直視するのを避ける問
題、たとえば家族に係る赤裸々な感情に気づかせる。
観客の意識に影響を与え、新鮮なヴィジョンを開く
希望をもっているのだろうか？
　「2005年に発表した『リカルドの年』はシェイクス
ピア史劇『リチャード三世』を二人芝居に仕立て、私
が非道な王に扮して政治を扱いました。アメリカが
イラクを爆撃している時期で、反社会的な行動をと
る悪人に興味があったのです。でも今振り返れば駄
作で消してしまいたいわ（笑）。もはや私は社会変革
に期待しません。私の苦しみを詩的に伝える仕事に
関心を向けているの」
　しかしながら、妥協を拒む表現は観客の視野を広
げる効果をもたらすのではないだろうか？　
　「たしかにイデオロギーや主義主張に関係なく、矛
盾にみちた人生を考える方法は今も探究していま
す。今朝のワークショップでも、自己の相反する要素
を演じてもらったら、内面を省みる参加者一人ひと
りが美しく、感嘆しました」

『地上に広がる大空（ウェンディシンドローム）』
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